
〇

〇

発 行 内 閣 府
（原稿作成 国立印刷局）

そ

の

他

告

示

目

次

令和年月日 木曜日 第号官 報

〇
法
務
省
告
示
第
八
十
二
号

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
次
の
者
が
行
う
認
証
紛
争
解
決
手
続
の
業
務
の
変
更
の
認
証
を
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
で
準
用
す

る
同
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

法
務
大
臣

山
下

貴
司

認
証
紛
争
解
決
事
業
者
の
名
称
及
び
住
所

山
形
県
司
法
書
士
会

山
形
県
山
形
市
小
白
川
町
一
丁
目
十
六
番
二
十
六
号

変
更
の
内
容

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
六
条
第
一
号
、
二
号
及
び
第
五
号
に
係
る
変
更

変
更
の
認
証
年
月
日

令
和
八
年
十
月
一
日

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
二
十
一
号

道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
六
十
七
号
）第
五
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日
次
の
と
お
り
自
動
車
を
認
定
し
た
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

認
定
番
号

車
名
及
び
型
式

車
体
の
形
状

認
定
を
受
け
た
者
の
氏
名

又
は
名
称
及
び
住
所

2026
Ｔ
Ａ
0005


１

ト
ヨ
タ
７
Ａ
Ｗ

Ａ
Ｘ
Ｕ

Ｈ
78Ｒ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ゴ
ン

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
愛
知

県
豊
田
市
ト
ヨ
タ
町
１
番
地

2026
Ｔ
Ａ
0005


２

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0005


３

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0005


４

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0005


５

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0005


６

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0005


７

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0005


８

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0005


９

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0005


10

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0005


11

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0005


12

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0005


13

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0005


14

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0005


15

〃
〃

〃



〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に

関
す
る
法
律
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
変
更
の
認
証
を
し
た
件（
法
務
八
二
）

〇
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
第
五
十
八
条

の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
自
動
車
を

認
定
し
た
件

（
国
土
交
通
一
二
二
一
〜
一
二
二
三
）

〇
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
使
用
を
許
さ
れ
る
施

設
及
び
区
域
に
つ
い
て
、
共
同
使
用
、
追

加
提
供
及
び
新
規
提
供
が
決
定
さ
れ
た
件

（
防
衛
二
五
六
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
北
海
道
開
発
局
七
四
、
七
五
）

〔
国
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕

法
務
省

〔
褒

賞
〕

〔
皇
室
事
項
〕

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

保
障
契
約
証
明
書
の
無
効
に
つ
い
て

（
九
州
運
輸
局
）

労

働

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

（
埼
玉
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
三
）

労
働
保
険
審
査
官
及
び
労
働
保
険
審
査
会
法

第
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
関
係
事
業
主
を
代

表
す
る
者
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

（
厚
生
労
働
省
）

戸
籍
が
滅
失
し
た
件

（
法
務
省
告
示
配
一
五
一
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁会

社
法
第
四
七
二
条
第
一
項
の
届
出
、
一

般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す

る
法
律
第
一
四
九
条
第
一
項
の
届
出
・
第

二
〇
三
条
第
一
項
の
届
出
、
次
期
中
等
練

習
機
及
び
地
上
教
育
器
材
並
び
に
次
期
連

絡
機
の
提
案
要
求
書
の
手
交
に
関
す
る
説

明
会
関
係

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、
再
生
、
所
有

者
不
明
関
係

会
社
そ
の
他





令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報

2026ＴＡ0005
16

〃 〃 〃

2026ＴＡ0005
17

〃 〃 〃

2026ＴＡ0005
18

〃 〃 〃

2026ＴＡ0005
19

〃 〃 〃

2026ＴＡ0005
20

〃 〃 〃

2026ＴＡ0005
21

〃 〃 〃

2026ＴＡ0005
22

〃 〃 〃

2026ＴＡ0005
23

〃 〃 〃

2026ＴＡ0005
24

〃 〃 〃

2026ＴＡ0005
25

〃 〃 〃

2026ＴＡ0005
26

〃 〃 〃

2026ＴＡ0005
27

〃 〃 〃

2026ＴＡ0005
28

〃 〃 〃

2026ＴＡ0005
29

〃 〃 〃

2026ＴＡ0005
30

〃 〃 〃

2026ＴＡ0005
31

〃 〃 〃

2026ＴＡ0005
32

〃 〃 〃

2026ＴＡ0005
33

〃 〃 〃

2026ＴＡ0005
34

〃 〃 〃

2026ＴＡ0005
35

〃 〃 〃

2026ＴＡ0005
36

〃 〃 〃

2026ＴＡ0005
37

〃 〃 〃

2026ＴＡ0005
38

〃 〃 〃

2026ＴＡ0005
39

〃 〃 〃

2026ＴＡ0005
40

〃 〃 〃

2026ＴＡ0005
41

〃 〃 〃

2026ＴＡ0005
42

〃 〃 〃

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 二 十 二 号

道 路 運 送 車 両 の 保 安 基 準 （ 昭 和 二 十 六 年 運 輸 省 令 第 六 十 七 号 ） 第 五 十 八 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、

令 和 八 年 九 月 七 日 次 の と お り 自 動 車 を 認 定 し た 。

令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

認定番号 車名及び型式 車体の形状 認定を受けた者の氏名
又は名称及び住所

2026ＴＡ0006
１

トヨタ ＸＢ４ＶＸＫ
Ａ75Ｌ

ボンネット トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

2026ＴＡ0006
２

〃 〃 〃

2026ＴＡ0006
３

〃 〃 〃

2026ＴＡ0006
４

〃 〃 〃

2026ＴＡ0006
５

〃 〃 〃

2026ＴＡ0006
６

〃 〃 〃

2026ＴＡ0006
７

〃 〃 〃

2026ＴＡ0006
８

〃 〃 〃

2026ＴＡ0006
９

〃 〃 〃

2026ＴＡ0006
10

〃 〃 〃

2026ＴＡ0006
11

〃 〃 〃

2026ＴＡ0006
12

〃 〃 〃

2026ＴＡ0006
13

〃 〃 〃

2026ＴＡ0006
14

〃 〃 〃

2026ＴＡ0006
15

〃 〃 〃

2026ＴＡ0006
16

〃 〃 〃

2026ＴＡ0006
17

〃 〃 〃

2026ＴＡ0006
18

〃 〃 〃
〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 二 十 三 号

道 路 運 送 車 両 の 保 安 基 準 （ 昭 和 二 十 六 年 運 輸 省 令 第 六 十 七 号 ） 第 五 十 八 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、

令 和 八 年 九 月 七 日 次 の と お り 自 動 車 を 認 定 し た 。

令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

認定番号 車名及び型式 車体の形状 認定を受けた者の氏名
又は名称及び住所

2026ＴＡ0007
１

トヨタ ７ＡＷＡＸＵ
Ｈ78Ｒ

ステーションワゴン トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

2026ＴＡ0007
２

〃 〃 〃





陸
上
施
設

◎
共
同
使
用

施
設
番
号

施

設

名

所

在

地

名

所
有
関
係

摘

要

三
〇
六
七

横
浜
ノ
ー
ス
・
ド
ッ

ク

横
浜
市

国
有

土
地
：
約
九
、
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

公
有

土
地
：
約
七
、
七
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

国
有

建
物
：
約
一
四
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

訓
練
施
設
と
し
て
共
同
使
用
す
る
。

使
用
期
間
：
令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら

同
月
二
十
九
日
ま
で
の
間

四
〇
七
八

秋
月
弾
薬
庫

江
田
島
市

国
有

土
地
：
約
五
五
九
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル工
作
物
：
門
等

訓
練
施
設
と
し
て
共
同
使
用
す
る
。

使
用
期
間
：
令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら

同
月
二
十
九
日
ま
で
の
間

四
〇
八
三

川
上
弾
薬
庫

東
広
島
市

国
有

土
地
：
約
二
、六
〇
四
、〇
〇
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
工
作
物
：
門
等

訓
練
施
設
と
し
て
共
同
使
用
す
る
。

使
用
期
間
：
令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら

同
月
二
十
九
日
ま
で
の
間

四
〇
八
四

広
弾
薬
庫

呉
市

国
有

土
地
：
約
二
二
五
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル

公
有

土
地
：
約
六
三
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

民
有

土
地
：
約
一
三
四
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル

国
有

工
作
物
：
門
等

訓
練
施
設
と
し
て
共
同
使
用
す
る
。

使
用
期
間
：
令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら

同
月
二
十
九
日
ま
で
の
間

令和年月日 木曜日 第号官 報
2026

Ｔ
Ａ
0007


３

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0007


４

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0007


５

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0007


６

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0007


７

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0007


８

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0007


９

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0007


10

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0007


11

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0007


12

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0007


13

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0007


14

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0007


15

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0007


16

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0007


17

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0007


18

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0007


19

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0007


20

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0007


21

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0007


22

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0007


23

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0007


24

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0007


25

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0007


26

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0007


27

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0007


28

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0007


29

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0007


30

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0007


31

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0007


32

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0007


33

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0007


34

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0007


35

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0007


36

〃
〃

〃

2026
Ｔ
Ａ
0007


37

〃
〃

〃

〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
五
十
六
号

日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日

本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
使
用
を
許
さ
れ
る
施

設
及
び
区
域
に
つ
い
て
、
共
同
使
用
、追
加
提
供
及
び
新
規
提
供
が
令
和
八
年
十
月
十
三
日
次
の
と
お
り
決
定
さ
れ
た
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎





四
〇
九
二

岩
国
飛
行
場

岩
国
市

国
有

土
地
：
約
八
、〇
〇
二
、〇
〇
〇
平
方
メ
ー

ト
ル

公
有

土
地
：
約
六
二
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

国
有

建
物
：
約
二
八
七
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル

国
有

工
作
物
：
門
等

訓
練
施
設
と
し
て
共
同
使
用
す
る
。

使
用
期
間
：
令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら

同
月
二
十
九
日
ま
で
の
間

四
一
五
二

呉
第
六
突
堤

呉
市

国
有

土
地
：
約
一
二
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

建
物
：
約
一
、
七
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

工
作
物
：
門
等

訓
練
施
設
と
し
て
共
同
使
用
す
る
。

使
用
期
間
：
令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら

同
月
二
十
九
日
ま
で
の
間

六
〇
〇
一

北
部
訓
練
場

沖
縄
県
国
頭
郡
国
頭

村
、
東
村

国
有

土
地
：
約
三
四
、
九
四
二
、
〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル

公
有

土
地
：
約
二
九
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

民
有

土
地
：
約
三
五
〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル空
域
：
高
度
二
、
〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト

訓
練
施
設
と
し
て
共
同
使
用
す
る
。

使
用
期
間
：
令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら

同
月
二
十
九
日
ま
で
の
間

六
〇
〇
五

伊
江
島
補
助
飛
行
場

沖
縄
県
国
頭
郡
伊
江
村

国
有

土
地
：
約
二
二
四
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル

公
有

土
地
：
約
二
三
一
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル

民
有

土
地
：
約
二
、二
二
七
、〇
〇
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
水
域
：
約
二
六
、
五
六
〇
、
〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル

空
域
：
Ｗ

一
七
八

高
度
一
五
、
〇
〇

〇
フ
ィ
ー
ト
、
Ｗ

一
七
八
Ａ

高
度
一

三
、
〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト

訓
練
施
設
と
し
て
共
同
使
用
す
る
。

使
用
期
間
：
令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら

同
月
二
十
九
日
ま
で
の
間

六
〇
一
一

キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ

ン

沖
縄
県
国
頭
郡
恩
納

村
、
宜
野
座
村
、
金
武

町

国
有

土
地
：
約
三
八
六
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル

公
有

土
地
：
約
二
九
、
二
七
八
、
〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル

民
有

土
地
：
約
六
、五
〇
九
、〇
〇
〇
平
方
メ
ー

ト
ル

国
有

建
物
：
約
一
八
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

空
域
：
高
度
二
、
〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト

訓
練
施
設
と
し
て
共
同
使
用
す
る
。

使
用
期
間
：
令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら

同
月
二
十
九
日
ま
で
の
間

六
〇
二
〇

金
武
ブ
ル
ー
・
ビ
ー

チ
訓
練
場

沖
縄
県
国
頭
郡
金
武
町

国
有

土
地
：
約
八
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

公
有

土
地
：
約
一
、
三
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

民
有

土
地
：
約
二
四
三
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル水
域
：
約
二
、八
六
八
、〇
〇
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
訓
練
施
設
と
し
て
共
同
使
用
す
る
。

使
用
期
間
：
令
和
八
年
十
月
十
五
日
か
ら

同
月
三
十
日
ま
で
の
間

六
〇
四
八

ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ

地
区

う
る
ま
市

国
有

土
地
：
約
七
、
八
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

公
有

土
地
：
約
一
三
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

民
有

土
地
：
約
五
六
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

水
域
：
約
三
二
六
、
〇
一
六
、
〇
〇
〇
平

方
メ
ー
ト
ル

空
域
：
約
三
二
六
、
〇
一
六
、
〇
〇
〇
平

方
メ
ー
ト
ル

国
有

工
作
物
：
桟
橋
等

訓
練
施
設
と
し
て
共
同
使
用
す
る
。

使
用
期
間
：
令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら

同
月
二
十
九
日
ま
で
の
間

六
〇
四
八

ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ

地
区

う
る
ま
市

水
域
：
約
二
八
四
、
二
八
七
、
〇
〇
〇
平

方
メ
ー
ト
ル

空
域
：
約
一
五
、
〇
四
〇
、
〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル

訓
練
施
設
と
し
て
共
同
使
用
す
る
。

使
用
期
間
：
令
和
八
年
十
月
十
五
日
か
ら

同
月
三
十
日
ま
で
の
間

六
〇
五
一

普
天
間
飛
行
場

宜
野
湾
市

国
有

土
地
：
約
二
七
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

公
有

土
地
：
約
三
〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

民
有

土
地
：
約
四
四
九
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル

国
有

建
物
：
約
七
、
二
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

国
有

工
作
物
：
燃
料
給
油
施
設
等

訓
練
施
設
と
し
て
共
同
使
用
す
る
。

使
用
期
間
：
令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら

同
月
二
十
九
日
ま
で
の
間

六
〇
五
六

牧
港
補
給
地
区

浦
添
市

国
有

土
地
：
約
三
、
二
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

公
有

土
地
：
約
四
、
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

民
有

土
地
：
約
三
五
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

国
有

建
物
：
約
一
九
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

訓
練
施
設
と
し
て
共
同
使
用
す
る
。

使
用
期
間
：
令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら

同
月
二
十
九
日
ま
で
の
間

六
〇
六
四

那
覇
港
湾
施
設

那
覇
市

国
有

土
地
：
約
一
六
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

公
有

土
地
：
約
八
、
四
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

民
有

土
地
：
約
六
五
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

訓
練
施
設
と
し
て
共
同
使
用
す
る
。

使
用
期
間
：
令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら

同
月
二
十
九
日
ま
で
の
間

六
〇
二
八

天
願
桟
橋

う
る
ま
市

国
有

土
地
：
約
五
、
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

民
有

土
地
：
約
五
、
三
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

水
域
：
約
六
、二
五
〇
、〇
〇
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
訓
練
施
設
と
し
て
共
同
使
用
す
る
。

使
用
期
間
：
令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら

同
月
二
十
九
日
ま
で
の
間

六
〇
四
四

キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧

宜
野
湾
市

国
有

土
地
：
約
九
六
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

民
有

土
地
：
約
一
七
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

国
有

建
物
：
約
六
、
四
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

訓
練
施
設
と
し
て
共
同
使
用
す
る
。

使
用
期
間
：
令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら

同
月
二
十
九
日
ま
で
の
間
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◎
追
加
提
供

施
設
番
号

施

設

名

所

在

地

名

所
有
関
係

摘

要

二
〇
〇
一

三
沢
飛
行
場

八
戸
市

国
有

土
地
：
約
一
、一
八
八
、〇
〇
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
建
物
：
約
九
、
四
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

工
作
物
：
門
等

訓
練
施
設
と
し
て
追
加
提
供
す
る
。

使
用
期
間
：

一

令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら
同
月
二

十
三
日
ま
で
の
間

二

必
要
に
応
じ
、
訓
練
の
展
開
及
び
撤

収
の
た
め
の
追
加
期
間

海
上
自
衛
隊
八
戸
航
空
基
地
の
施
設
の
一

部
を
、
地
位
協
定
第
二
条
四
⒝
の
適
用
あ

る
施
設
及
び
区
域
と
し
て
提
供
す
る
。
提

供
期
間
中
は
、
地
位
協
定
の
関
連
あ
る
条

項
が
適
用
さ
れ
る
。

四
一
七
四

小
牧
基
地

小
牧
市

国
有

土
地
：
約
一
五
九
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル建
物
：
約
三
、
三
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

工
作
物
：
水
道
等

訓
練
施
設
と
し
て
追
加
提
供
す
る
。

使
用
期
間
：

一

令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら
同
月
二

十
九
日
ま
で
の
間

二

必
要
に
応
じ
、
訓
練
の
展
開
及
び
撤

収
の
た
め
の
追
加
期
間

航
空
自
衛
隊
小
牧
基
地
の
施
設
の
一
部

を
、
地
位
協
定
第
二
条
四
⒝
の
適
用
あ
る

施
設
及
び
区
域
と
し
て
提
供
す
る
。
提
供

期
間
中
は
、
地
位
協
定
の
関
連
あ
る
条
項

が
適
用
さ
れ
る
。

五
一
二
一

築
城
飛
行
場

行
橋
市
、
福
岡
県
築
上

郡
築
上
町

国
有

土
地
：
約
二
九
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

建
物
：
約
一
一
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

工
作
物
：
門
等

訓
練
施
設
と
し
て
追
加
提
供
す
る
。

使
用
期
間
：

一

令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら
同
月
二

十
九
日
ま
で
の
間

二

必
要
に
応
じ
、
訓
練
の
展
開
及
び
撤

収
の
た
め
の
追
加
期
間

航
空
自
衛
隊
築
城
基
地
の
施
設
の
一
部

を
、
地
位
協
定
第
二
条
四
⒝
の
適
用
あ
る

施
設
及
び
区
域
と
し
て
提
供
す
る
。
提
供

期
間
中
は
、
地
位
協
定
の
関
連
あ
る
条
項

が
適
用
さ
れ
る
。

五
一
二
九

種
子
島

西
之
表
市
、
鹿
児
島
県

熊
毛
郡
中
種
子
町
、
南

種
子
町

国
有

土
地
：
約
八
二
一
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル

公
有

土
地
：
約
二
、六
四
六
、〇
〇
〇
平
方
メ
ー

ト
ル

公
有

建
物
：
約
一
二
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

水
域
：
約
五
、一
八
四
、〇
〇
〇
平
方
メ
ー

ト
ル

国
有

工
作
物
：
門
等

訓
練
施
設
と
し
て
追
加
提
供
す
る
。

使
用
期
間
：

一

令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら
同
月
二

十
九
日
ま
で
の
間

二

必
要
に
応
じ
、
訓
練
の
展
開
及
び
撤

収
の
た
め
の
追
加
期
間

種
子
島
の
施
設
の
一
部
を
、
地
位
協
定
第

二
条
四
⒝
の
適
用
あ
る
施
設
及
び
区
域
と

し
て
提
供
す
る
。
提
供
期
間
中
は
、
地
位

協
定
の
関
連
あ
る
条
項
が
適
用
さ
れ
る
。

五
一
二
九

種
子
島

鹿
児
島
県
熊
毛
郡
中
種

子
町

水
域
：
約
五
三
四
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル訓
練
施
設
と
し
て
追
加
提
供
す
る
。

使
用
期
間
：

一

令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら
同
月
二

十
九
日
ま
で
の
間

二

必
要
に
応
じ
、
訓
練
の
展
開
及
び
撤

収
の
た
め
の
追
加
期
間

種
子
島
の
施
設
の
一
部
を
、
地
位
協
定
第

二
条
四
⒝
の
適
用
あ
る
施
設
及
び
区
域
と

し
て
提
供
す
る
。
提
供
期
間
中
は
、
地
位

協
定
の
関
連
あ
る
条
項
が
適
用
さ
れ
る
。

六
〇
九
一

那
覇
飛
行
場

那
覇
市

国
有

土
地
：
約
一
四
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

建
物
：
約
二
、
六
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

工
作
物
：
水
道
等

訓
練
施
設
と
し
て
追
加
提
供
す
る
。

使
用
期
間
：
令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら

同
月
二
十
九
日
ま
で
の
間

航
空
自
衛
隊
那
覇
基
地
の
施
設
の
一
部

を
、
地
位
協
定
第
二
条
四
⒝
の
適
用
あ
る

施
設
及
び
区
域
と
し
て
提
供
す
る
。
提
供

期
間
中
は
、
地
位
協
定
の
関
連
あ
る
条
項

が
適
用
さ
れ
る
。

六
〇
九
二

那
覇
駐
屯
地

那
覇
市

国
有

建
物
：
約
三
、
九
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

工
作
物
：
水
道
等

訓
練
施
設
と
し
て
追
加
提
供
す
る
。

使
用
期
間
：
令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら

同
月
二
十
九
日
ま
で
の
間

陸
上
自
衛
隊
那
覇
駐
屯
地
の
施
設
の
一
部

を
、
地
位
協
定
第
二
条
四
⒝
の
適
用
あ
る

施
設
及
び
区
域
と
し
て
提
供
す
る
。
提
供

期
間
中
は
、
地
位
協
定
の
関
連
あ
る
条
項

が
適
用
さ
れ
る
。

六
〇
九
二

那
覇
駐
屯
地

那
覇
市

国
有

土
地
：
約
八
七
八
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル工
作
物
：
水
道
等

訓
練
施
設
と
し
て
追
加
提
供
す
る
。

使
用
期
間
：
令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら

同
月
二
十
九
日
ま
で
の
間

陸
上
自
衛
隊
那
覇
訓
練
場
の
施
設
の
一
部

を
、
地
位
協
定
第
二
条
四
⒝
の
適
用
あ
る

施
設
及
び
区
域
と
し
て
提
供
す
る
。
提
供

期
間
中
は
、
地
位
協
定
の
関
連
あ
る
条
項

が
適
用
さ
れ
る
。

六
〇
九
三

与
那
国
駐
屯
地

沖
縄
県
八
重
山
郡
与
那

国
町

国
有

土
地
：
約
八
、
二
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

建
物
：
約
一
、
三
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

工
作
物
：
門
等

訓
練
施
設
と
し
て
追
加
提
供
す
る
。

使
用
期
間
：
令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら

同
月
二
十
九
日
ま
で
の
間

陸
上
自
衛
隊
与
那
国
駐
屯
地
の
施
設
の
一

部
を
、
地
位
協
定
第
二
条
四
⒝
の
適
用
あ

る
施
設
及
び
区
域
と
し
て
提
供
す
る
。
提

供
期
間
中
は
、
地
位
協
定
の
関
連
あ
る
条

項
が
適
用
さ
れ
る
。
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六
〇
九
四

南
那
覇
駐
屯
地

那
覇
市

国
有

建
物
：
約
一
、
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

工
作
物
：
水
道
等

訓
練
施
設
と
し
て
追
加
提
供
す
る
。

使
用
期
間
：
令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら

同
月
二
十
九
日
ま
で
の
間

陸
上
自
衛
隊
南
那
覇
駐
屯
地
の
施
設
の
一

部
を
、
地
位
協
定
第
二
条
四
⒝
の
適
用
あ

る
施
設
及
び
区
域
と
し
て
提
供
す
る
。
提

供
期
間
中
は
、
地
位
協
定
の
関
連
あ
る
条

項
が
適
用
さ
れ
る
。

六
〇
九
五

石
垣
駐
屯
地

石
垣
市

国
有

土
地
：
約
六
、
九
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

建
物
：
約
二
、
八
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

工
作
物
：
水
道
等

訓
練
施
設
と
し
て
追
加
提
供
す
る
。

使
用
期
間
：
令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら

同
月
二
十
九
日
ま
で
の
間

陸
上
自
衛
隊
石
垣
駐
屯
地
の
施
設
の
一
部

を
、
地
位
協
定
第
二
条
四
⒝
の
適
用
あ
る

施
設
及
び
区
域
と
し
て
提
供
す
る
。
提
供

期
間
中
は
、
地
位
協
定
の
関
連
あ
る
条
項

が
適
用
さ
れ
る
。

六
〇
九
六

宮
古
島
駐
屯
地

宮
古
島
市

国
有

土
地
：
約
一
、
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

建
物
：
約
二
、
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

工
作
物
：
水
道
等

訓
練
施
設
と
し
て
追
加
提
供
す
る
。

使
用
期
間
：
令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら

同
月
二
十
九
日
ま
で
の
間

陸
上
自
衛
隊
宮
古
島
駐
屯
地
の
施
設
の
一

部
を
、
地
位
協
定
第
二
条
四
⒝
の
適
用
あ

る
施
設
及
び
区
域
と
し
て
提
供
す
る
。
提

供
期
間
中
は
、
地
位
協
定
の
関
連
あ
る
条

項
が
適
用
さ
れ
る
。

六
〇
九
六

宮
古
島
駐
屯
地

宮
古
島
市

国
有

土
地
：
約
二
三
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

建
物
：
約
一
、
四
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

工
作
物
：
水
道
等

訓
練
施
設
と
し
て
追
加
提
供
す
る
。

使
用
期
間
：
令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら

同
月
二
十
九
日
ま
で
の
間

陸
上
自
衛
隊
保
良
訓
練
場
の
施
設
の
一
部

を
、
地
位
協
定
第
二
条
四
⒝
の
適
用
あ
る

施
設
及
び
区
域
と
し
て
提
供
す
る
。
提
供

期
間
中
は
、
地
位
協
定
の
関
連
あ
る
条
項

が
適
用
さ
れ
る
。

六
〇
九
七

宮
古
島
分
屯
基
地

宮
古
島
市

国
有

土
地
：
約
一
、
六
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

工
作
物
：
鋪
床

訓
練
施
設
と
し
て
追
加
提
供
す
る
。

使
用
期
間
：
令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら

同
月
二
十
九
日
ま
で
の
間

航
空
自
衛
隊
宮
古
島
分
屯
基
地
の
施
設
の

一
部
を
、
地
位
協
定
第
二
条
四
⒝
の
適
用

あ
る
施
設
及
び
区
域
と
し
て
提
供
す
る
。

提
供
期
間
中
は
、
地
位
協
定
の
関
連
あ
る

条
項
が
適
用
さ
れ
る
。

◎
新
規
提
供

施
設
番
号

施

設

名

所

在

地

名

所
有
関
係

摘

要

三
一
九
五

逸
見
地
区

横
須
賀
市

国
有

土
地
：
約
九
、
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

工
作
物
：
岸
壁

訓
練
施
設
と
し
て
新
規
提
供
す
る
。

使
用
期
間
：

一

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日
か
ら
同
月

二
十
九
日
ま
で
の
間

二

必
要
に
応
じ
、
訓
練
の
展
開
及
び
撤

収
の
た
め
の
追
加
期
間

海
上
自
衛
隊
逸
見
地
区
の
一
部
を
、
地
位

協
定
第
二
条
四
⒝
の
適
用
あ
る
施
設
及
び

区
域
と
し
て
提
供
す
る
。提
供
期
間
中
は
、

地
位
協
定
の
関
連
あ
る
条
項
が
適
用
さ
れ

る
。

五
一
三
八

志
布
志
港

志
布
志
市

公
有

土
地
：
約
一
〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

建
物
：
約
八
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

工
作
物
：
水
道
等

訓
練
施
設
と
し
て
新
規
提
供
す
る
。

使
用
期
間
：

一

令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら
同
月
二

十
九
日
ま
で
の
間

二

必
要
に
応
じ
、
訓
練
の
展
開
及
び
撤

収
の
た
め
の
追
加
期
間

志
布
志
港
の
施
設
の
一
部
を
、
地
位
協
定

第
二
条
四
⒝
の
適
用
あ
る
施
設
及
び
区
域

と
し
て
提
供
す
る
。
提
供
期
間
中
は
、
地

位
協
定
の
関
連
あ
る
条
項
が
適
用
さ
れ

る
。

令和年月日 木曜日 第号官 報

〇
北
海
道
開
発
局
告
示
第
七
十
四
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
十
五
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

北
海
道
開
発
局
長

岡
下

淳

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

三
十
八
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

北
海
道
空
知
郡
南
富
良
野
町
字
幾
寅
六
八
七
番
一
地
内

前後

四
五
・
二
七
〜
四
五
・
三
〇

四
五
・
二
七
〜
四
九
・
二
〇

〇
・
〇
〇
六

〇
・
〇
〇
六

図
面
縦
覧
場
所

北
海
道
開
発
局
及
び
同
局
旭
川
開
発
建
設
部

〇
北
海
道
開
発
局
告
示
第
七
十
五
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
十
五
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

北
海
道
開
発
局
長

岡
下

淳

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

二
百
七
十
五
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

北
海
道
雨
竜
郡
幌
加
内
町
字
下
幌
加
内
八
四
番
か
ら
同
町
字

下
幌
加
内
七
八
番
ま
で

前後

二
〇
・
九
七
〜
二
一
・
五
九

二
一
・
一
四
〜
四
三
・
二
一

〇
・
三
四
〇

〇
・
三
四
〇

図
面
縦
覧
場
所

北
海
道
開
発
局
及
び
同
局
旭
川
開
発
建
設
部


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令和年月日 木曜日 第号官 報

衆

議

院

議
案
提
出

十
月
十
三
日
内
閣
か
ら
提
出
し
た
議
案
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

原
油
等
の
安
定
的
な
輸
送
の
確
保
の
た
め
の
指
定
水
路

の
利
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
案

特
定
貨
物
保
険
契
約
及
び
特
定
船
舶
保
険
契
約
の
履
行

の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
案

独
立
行
政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

公
害
健
康
被
害
の
補
償
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案

質
問
書
転
送

十
月
十
三
日
次
の
質
問
主
意
書
を
内
閣
に
転
送
し
た
。

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
質
問
主
意
書

三
為
取
引
に
関
す
る
質
問
主
意
書

国
際
海
峡
の
慣
習
国
際
法
化
に
関
す
る
質
問
主
意
書

為
替
介
入
の
国
庫
へ
の
負
担
に
関
す
る
質
問
主
意
書

政
府
債
務
残
高
に
関
す
る
質
問
主
意
書

い
わ
ゆ
る
百
三
万
円
の
壁
へ
の
対
応
の
効
果
に
関
す
る

質
問
主
意
書

長
年
続
い
て
き
た
過
度
な
緊
縮
志
向
に
関
す
る
質
問
主

意
書

特
定
海
域
内
に
お
け
る
軍
艦
の
停
泊
に
関
す
る
質
問
主

意
書

参

議

院

議
案
受
領
（
予
備
審
査
）

十
月
十
三
日
内
閣
か
ら
次
の
議
案
が
送
付
さ
れ
た
。

原
油
等
の
安
定
的
な
輸
送
の
確
保
の
た
め
の
指
定
水
路

の
利
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
案（
閣
法
第
一
一
号
）

特
定
貨
物
保
険
契
約
及
び
特
定
船
舶
保
険
契
約
の
履
行

の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
案
（
閣
法
第
一
二
号
）

独
立
行
政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
三
号
）

公
害
健
康
被
害
の
補
償
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
四
号
）

法

務

省

（
東
京
地
方
検
察
庁
検
事
）
検
事

地
引

彩
乃

法
務
事
務
官
（
東
京
法
務
局
訟
務
部
付
）に
併
任
す
る（
十

月
九
日
）

紺
綬
褒
章

公
益
の
た
め
多
額
の
私
財
を
寄
附
し
た
の
で
、
令
和
八

年
九
月
二
十
六
日
、
紺
綬
褒
章
を
授
か
っ
た
者
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

瓜
生

直
樹

高
橋

保
夫

渡

輝
子

小
島

隆
義

中
島

真
澄

野
沢

幸
弘

清
水

貞
江

元
榮
太
一
郎

平
田

敏
枝

北
田

織

山
田
芽
由
美

千
艘
美
保
子

栗
原

直
子

上
野

俊
夫

前
田

博

藤
原
美
代
乃

小
林

信
義

佐
藤

一
男

池
田

裕
美

中
尾

彰
洋

相
澤

秀
樹

黒
越

誠
治

森
田

年
昭

石
井

英
雄

高
鳥

勉

北
川

量
偉

井
坂

誠
二

黒
田

泰
壽

小
野

勝
彦

辻

卓
史

田
島

洋
一

徳
田
裕
美
子

佐
藤
加
代
子

来
栖

正
利

中
村
百
合
子

赤
木

清
美

小
林

治
平

帆
足

佑
子

佐
久
間
康
弘

藤
永

賢
一

伊
藤

秀
明

見
木

友
哉

褒
章
条
例
第
一
条
に
よ
り
紺
綬
褒
章
を
授
け
る
（
各
通
）

紺
綬
褒
章
飾
版
並
び
に
賞
杯

公
益
の
た
め
多
額
の
私
財
を
寄
附
し
た
の
で
、
令
和
八

年
九
月
二
十
六
日
、
紺
綬
褒
章
に
付
す
る
飾
版
並
び
に
賞

杯
を
授
か
っ
た
者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

小
野

真
人

今
井

芳
博

牧

廣
美

七
村

守

長
谷
川
智
彦

赤
松

信
明

鳥
羽

博
道

褒
章
条
例
第
三
条
第
一
項
に
よ
り
紺
綬
褒
章
に
付
す
る
飾

版
一
個
並
び
に
同
第
五
条
に
よ
り
木
杯
一
組
台
付
を
授
け

る
（
各
通
）

中
嶋

洋

褒
章
条
例
第
三
条
第
一
項
に
よ
り
紺
綬
褒
章
に
付
す
る
飾

版
四
個
並
び
に
同
第
五
条
に
よ
り
木
杯
一
組
台
付
三
個
を

授
け
る

山
崎

惠

木
村

唯
人

褒
章
条
例
第
三
条
第
二
項
に
よ
り
紺
綬
褒
章
に
付
す
る
飾

版
一
個
並
び
に
同
第
五
条
に
よ
り
木
杯
一
組
台
付
を
授
け

る
（
各
通
）

質
問
主
意
書
転
送

十
月
十
三
日
次
の
質
問
主
意
書
を
内
閣
に
転
送
し
た
。

令
和
八
年
熊
本
地
震
被
災
者
の
避
難
生
活
等
支
援
に
関

す
る
質
問
主
意
書
（
奥
田
ふ
み
よ
提
出
）（
第
一
号
）

令
和
八
年
熊
本
地
震
被
災
者
の
生
活
再
建
等
支
援
に
関

す
る
質
問
主
意
書
（
奥
田
ふ
み
よ
提
出
）（
第
二
号
）

消
費
税
率
の
変
更
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
奥
田
ふ
み

よ
提
出
）（
第
三
号
）

地
方
議
会
の
傍
聴
環
境
改
善
に
関
す
る
質
問
主
意
書

（
奥
田
ふ
み
よ
提
出
）（
第
四
号
）

立
川
広
域
防
災
基
地
と
副
首
都
に
お
け
る
首
都
中
枢
機

能
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
石
垣
の

り
こ
提
出
）（
第
五
号
）

紺
綬
褒
章
並
び
に
賞
杯

公
益
の
た
め
多
額
の
私
財
を
寄
附
し
た
の
で
、
令
和
八

年
九
月
二
十
六
日
、
紺
綬
褒
章
並
び
に
賞
杯
を
授
か
っ
た

者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

西

豊
彦

遠
藤

拓
男

加
藤
わ
か
ば

永
瀬

昭
幸

関
根

雪
美

関
根

英
樹

興

敏
子

横
田

雅
信

高
橋

俊
泰

吉
田

美
樹

柳
橋

仁
機

褒
章
条
例
第
一
条
に
よ
り
紺
綬
褒
章
並
び
に
同
第
五
条
に

よ
り
木
杯
一
組
台
付
を
授
け
る
（
各
通
）

紺
綬
褒
章
飾
版

公
益
の
た
め
多
額
の
私
財
を
寄
附
し
た
の
で
、
令
和
八

年
九
月
二
十
六
日
、
紺
綬
褒
章
に
付
す
る
飾
版
を
授
か
っ

た
者
又
は
贈
与
さ
れ
た
者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

仲
谷

穣
治

田
中

康
生

佐
々
木
啓
氏

土
肥
野
浩
之

前
田

順
一

石
井
伊
知
郎

田
中

亘

藤
本

敦
朗

戸
田

成
郎

渡
部
友
一
郎

吉
田

正
明

中
村

仁
彦

見

芳
弘

植
松

奎
二

五
十
嵐
久
美
子

土
屋
雄
二
郎

中
溝

公
次

石
川

雅
俊

池

俊
明

丘

一
理

村
川

博
文

住
谷

学

西
辻

達
佳

仲
田

征
一

深
見

達
之

新
居
延
偉
仁

戸
田

学

加
藤

洋

島
田

成
年

杉
村

克
治

褒
章
条
例
第
三
条
第
一
項
に
よ
り
紺
綬
褒
章
に
付
す
る
飾

版
一
個
を
授
け
る
（
各
通
）土

井
美
和
子

長
谷
川
士
郎

褒
章
条
例
第
三
条
第
一
項
に
よ
り
紺
綬
褒
章
に
付
す
る
飾

版
二
個
を
授
け
る
（
各
通
）

ブ
ラ
ジ
ル
国
人

大
岩

オ
ス
カ
ー
ル

幸
男

褒
章
条
例
第
三
条
第
一
項
に
よ
り
紺
綬
褒
章
に
付
す
る
飾

版
一
個
を
贈
与
す
る

亀
山

敬
司

松
浦

勝
人

佐
藤

茂

山
田

正
剛

飯
塚

仁
也

熊
谷

正
寿

褒
章
条
例
第
三
条
第
二
項
に
よ
り
紺
綬
褒
章
に
付
す
る
飾

版
一
個
を
授
け
る
（
各
通
）

褒
状公

益
の
た
め
多
額
の
私
財
を
寄
附
し
た
の
で
、
令
和
八

年
九
月
二
十
六
日
、
褒
状
を
授
か
っ
た
者
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

大
淀
開
発
株
式
会
社

松
原
建
設
株
式
会
社

浜
田
食
品
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社
新
門
荘

株
式
会
社
松
田
養
鶏
場

医
療
法
人
西
田
外
科

株
式
会
社
ア
バ
ン
テ
ィ
オ

株
式
会
社
エ
コ
リ
ン
グ

株
式
会
社
ナ
ッ
ツ

株
式
会
社
肥
後
銀
行

株
式
会
社
ア
イ
工
務
店

日
本
み
ら
い
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

株
式
会
社
オ
カ
ム
ラ

株
式
会
社
で
ら
ゲ
ー

株
式
会
社
ナ
カ
ニ
シ

マ
ニ
ー
株
式
会
社

ま
る
か
食
品
株
式
会
社

中
日
本
ハ
イ
ウ
ェ
イ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

名
古
屋
株
式
会
社

有
限
会
社
し
ん
せ
い
商
事

株
式
会
社
キ
シ
ヤ

大
和
財
託
株
式
会
社

有
限
会
社
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト

ひ
か
り
の
く
に
株
式
会
社

株
式
会
社
昭
栄
美
術

興
和
建
設
株
式
会
社

株
式
会
社
サ
ン
ゲ
ツ

ハ
ヤ
カ
ワ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
有
限
会
社

株
式
会
社
再
春
館
製
薬
所

株
式
会
社
ゼ
ロ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

株
式
会
社
西
辻
工
務
店

中
西
電
機
工
業
株
式
会
社

大
昭
建
設
株
式
会
社

内
藤
株
式
会
社

株
式
会
社
ラ
ク
ト
・
ジ
ャ
パ
ン

山
田
電
器
工
業
株
式
会
社

青
池
水
産
株
式
会
社

ジ
ー
・
オ
ー
・
ピ
ー
株
式
会
社

大
東
建
託
株
式
会
社

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
５
複
合
地
区

岡
山
グ
ロ
ー
イ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
株
式
会
社





皇 室 事 項

官 庁 報 告

保障契約証明書
番号 船 名 船舶番号又は

信号符字 国 籍 交付年月日 失効年月日

ＢＫＫＳ26
000286
ＷＲＫＳ26
000423

第二十藤進 134207 日本 令和八年五月
二十一日

令和八年九月
二十四日

公 告

令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報

１ ０ ０ ０ ０ 年 株 式 会 社

上 野 株 式 会 社

株 式 会 社 プ ロ ト ソ リ ュ ー シ ョ ン

フ イ リ ッ プ モ リ ス ジ ャ パ ン 合 同 会 社

株 式 会 社 ア ド ミ ニ

株 式 会 社 あ す な ろ 舎

高 知 信 用 金 庫

株 式 会 社 Ｎ Ａ Ｎ Ｓ Ｏ ビ バ シ ャ ス

株 式 会 社 ヴ ォ ー チ ェ

株 式 会 社 ナ カ タ ケ

褒 章 条 例 第 二 条 に よ り 褒 状 を 授 け る （ 各 通 ）

フ ー ド テ ク ノ エ ン ジ ニ ア リ ン グ 株 式 会 社

ア イ コ ニ ア ・ ホ ス ピ タ リ テ ィ 株 式 会 社

褒 章 条 例 第 二 条 に よ り 褒 状 二 枚 を 授 け る （ 各 通 ）

御 祝 電
天 皇 陛 下 は 、 エ ス ト ニ ア 大 統 領 ウ ッ レ ・ マ デ ィ

セ 閣 下 の 大 統 領 就 任 に つ き 、 十 月 十 二 日 御 祝 電 を

発 せ ら れ た 。

諸 事 項

追 賞 褒 状

公 益 の た め 多 額 の 私 財 を 寄 附 し た の で 、 令 和 八

年 九 月 二 十 六 日 、 褒 状 を 授 か っ た 者 は 、 次 の と お

り で あ る 。

故 丸 山 愼 三 遺 族 中 瀬 清 子

故 大 川 泰 代 遺 族 大 川 昇

褒 章 条 例 第 六 条 に よ り 褒 状 を 授 け る （ 各 通 ）

追 賞 賜 杯

公 益 の た め 多 額 の 私 財 を 寄 附 し た の で 、 令 和 八

年 九 月 二 十 六 日 、 賞 杯 を 授 か っ た 者 は 、 次 の と お

り で あ る 。

故 川 手 孝 子 遺 族 川 手 正 樹

故 上 村 ト ミ 子 遺 族 富 井 カ ツ 子

故 大 隅 増 美 遺 族 大 隅 多 津 子

褒 章 条 例 第 六 条 に よ り 木 杯 一 組 台 付 を 授 け る （ 各

通 ）
追 賞 賜 杯

公 同 の 事 務 に 勤 勉 し た の で 、 令 和 八 年 九 月 二 十

六 日 、 賞 杯 を 授 か っ た 者 は 、 次 の と お り で あ る 。

故 鳴 海 憲 治 遺 族 鳴 海 京 子

褒 章 条 例 第 六 条 に よ り 銀 杯 一 個 を 授 け る

労 働
官 庁 事 項

保 障 契 約 証 明 書 の 無 効 に つ い て

次 の 保 障 契 約 証 明 書 は 、 滅 失 し た こ と に よ り 船 舶 油 濁 等 損 害 賠 償 保 障 法 第 四 十 四 条 に お い て 準 用 す

る 第 十 七 条 第 四 項 及 び 第 五 十 二 条 に お い て 準 用 す る 第 十 七 条 第 四 項 に 基 づ く 再 交 付 を 行 っ た の で 、 当

該 保 障 契 約 証 明 書 が 左 記 に 記 載 の 失 効 年 月 日 以 降 無 効 と な っ た こ と を 同 法 施 行 規 則 第 十 三 条 第 三 項 及

び 第 二 十 条 第 三 項 の 規 定 に 基 づ き 、 公 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 十 五 日 九 州 運 輸 局 長 日 向 弘 基

最低賃金の改正決定に関する公示
埼玉労働局最低賃金公示第３号
最低賃金法（昭和34年法律第137号）第15条第

２項の規定に基づき、埼玉県輸送用機械器具製造
業最低賃金（平成20年埼玉労働局最低賃金公示第

４号）の一部を次のように改正する決定をしたの
で、同法第19条第１項の規定により公示する。
令和８年 10 月 15 日

埼玉労働局長 田平 浩二
第４号中「１時間1165円」を「１時間1224円」
に改める。

附 則
この決定は、令和８年12月１日から効力を生ず
る。

会社法第 472 条第１項の届出
に関する公告

株式会社であって、本日現在において、当該株
式会社に関する登記が最後にあった日から12年を
経過しているものは、事業を廃止していないとき
は、２箇月以内に会社法施行規則（平成18年法務
省令第12号）第139条で定めるところにより、本
店の所在地を管轄する登記所に、その旨の届出を
されたい。
なお、当該株式会社が本日から２箇月以内に、
その届出をせず、また、当該株式会社に関する登
記がされないときは、当該株式会社は、その期間
の満了の時に解散したものとみなされる。
令和８年 10 月 15 日 法務大臣 山下 貴司

一般社団法人及び一般財団法
人に関する法律第 149 条第１
項の届出に関する公告

一般社団法人であって、本日現在において、当
該一般社団法人に関する登記が最後にあった日か
ら５年を経過しているものは、事業を廃止してい
ないときは、２箇月以内に一般社団法人及び一般
財団法人に関する法律施行規則（平成19年法務省
令第28号）第57条で定めるところにより、主たる
事務所の所在地を管轄する登記所に、その旨の届
出をされたい。
なお、当該一般社団法人が本日から２箇月以内
に、その届出をせず、また、当該一般社団法人に
関する登記がされないときは、当該一般社団法人
は、その期間の満了の時に解散したものとみなさ
れる。
令和８年 10 月 15 日 法務大臣 山下 貴司


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和
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
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



号

官
報

次期中等練習機及び地上教育
器材並びに次期連絡機の提案
要求書の手交に関する説明会

次期中等練習機及び地上教育器材並びに次期連
絡機の提案要求書の手交に関する説明会（以下「説
明会」という。）を次のとおり実施します。
令和８年 10 月 15 日

防衛省海上幕僚長 齋藤 聡
１ 提案を要求する機種等
次期中等練習機及び地上教育器材並びに次期
連絡機に加え、その運用・維持整備に必要な器
材等の調達並びに調達した航空機及び器材の整
備・補給の役務
２ 参加企業の要件
 防衛省が取扱い上の注意を要する文書等の
開示について適当と認める企業
 企業の責任の下で、誠実に提案要求へ応じ
る意思があり、第１項を官が指定する時期に
納入できる企業

３ 説明会申込要領等
 申込期限 令和８年10月16日15時
 申込要領 「提案意思表明書」、「提案要求
書の保全に関する誓約書」、「提案要求書の手
交に関する説明会参加申込書」及び「参加企
業の要件を満たすことが確認できる書類」を
第６項の問合せ先に調整の上、申込期限まで
に電子メールにより提出してください。

４ 説明会概要
 期日 令和８年10月21日
 場所 防衛省（市ヶ谷）
 内容 提案書の手交要領等
 参加人数 １社あたり最大３名
 その他 時間及び場所の詳細は、申込後に
別途連絡します。

５ 提案書の提出期限
令和８年11月30日15時

６ 問合せ先
東京都新宿区市谷本村町５番１号
防衛省海上幕僚監部装備計画部航空機課
電話：0332683111 内線51629、51784
E‑mail：tsunodatwd@mso.dss.mod.go.jp
相続財産清算人の選任及び相
続権主張の催告

一般社団法人及び一般財団法
人に関する法律第 203 条第１
項の届出に関する公告

一般財団法人であって、本日現在において、当
該一般財団法人に関する登記が最後にあった日か
ら５年を経過しているものは、事業を廃止してい
ないときは、２箇月以内に一般社団法人及び一般
財団法人に関する法律施行規則（平成19年法務省
令第28号）第65条で定めるところにより、主たる
事務所の所在地を管轄する登記所に、その旨の届
出をされたい。
なお、当該一般財団法人が本日から２箇月以内
に、その届出をせず、また、当該一般財団法人に
関する登記がされないときは、当該一般財団法人
は、その期間の満了の時に解散したものとみなさ
れる。
令和８年 10 月 15 日 法務大臣 山下 貴司
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
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和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報

公 示 催 告

失踪に関する届出の催告

失 踪 宣 告

失踪宣告取消

除 権 決 定



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
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

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

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木
曜
日

第


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
号

官
報

破産手続開始

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破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間


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破産手続終結

破産手続終結及び免責許可決定

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
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木
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第




号

官
報

破産債権の届出期間及び一般
調査期日

破産債権の届出期間及び一般
調査期間

債権者集会招集

書面による計算報告

特別清算開始
令和８年（ヒ）第２５号
埼玉県さいたま市南区根岸３丁目23番１－
303号
清算株式会社 来然工業株式会社
代表清算人 豊岡拓也
１ 決定年月日 令和８年９月30日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

さいたま地方裁判所第３民事部

特別清算終結
令和７年（ヒ）第４号
千葉県八街市八街は15番地82
清算株式会社 株式会社金川工業
１ 決定年月日 令和８年９月30日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

千葉地方裁判所佐倉支部

特別清算協定認可
令和８年（ヒ）第２号
北海道士別市東２条北３丁目17番地
清算株式会社 しずお建設運輸株式会社
代表清算人 今井優子
１ 決定年月日 令和８年９月11日
２ 主文 別紙記載の協定を認可する。

協定
１ 清算会社と清算会社に対して債権を有する
債権者（以下「本債権者」という。）は、本
申立時点において、（1）別紙記載の「再生計
画別紙５対象債権及び弁済額一覧等」及び「し
ずおグループ追加弁済額一覧表」記載のとお
りの弁済が既に行われていること、及び(２)
清算会社がその余の弁済を行う資力がないこ
とについて、相互に確認する。
２ 本債権者は、清算会社に対して有する別紙
債権（別紙の他、特別清算開始決定の前後を
問わず一切の利息債権・遅延損害金請求権等
付随する債権がある場合には、これを含む。）
について、本協定の認可の決定が確定した日
に、当該債権全額につきその債務を免除する。
３ 本債権者は、清算会社の特別清算が完了す
ることを承諾する。
(別紙省略)

以上
旭川地方裁判所名寄支部
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令和８年（ヒ）第３号
北海道士別市武徳町四十六線東三号
清算株式会社 かわにしの丘しずお農場株式会
社
代表清算人 今井優子
１ 決定年月日 令和８年９月11日
２ 主文 別紙記載の協定を認可する。

協定
１ 清算会社と清算会社に対して債権を有する
債権者（以下「本債権者」という。）は、本
申立時点において、（１）別紙記載の「再生
計画別紙５対象債権及び弁済額一覧等」及び
「しずおグループ追加弁済額一覧表」記載の
とおりの弁済が既に行われていること、及び
(２)清算会社がその余の弁済を行う資力がな
いことについて、相互に確認する。
２ 本債権者は、清算会社に対して有する別紙
債権（別紙の他、特別清算開始決定の前後を
問わず一切の利息債権・遅延損害金請求権等
付随する債権がある場合には、これを含む。）
について、本協定の認可の決定が確定した日
に、当該債権全額につきその債務を免除する。
３ 本債権者は、清算会社の特別清算が完了す
ることを承諾する。
(別紙省略)

以上
旭川地方裁判所名寄支部

令和８年（ヒ）第１００１号
鳥取市商栄町２０３番地２２
清算株式会社 株式会社マルシン
代表清算人 小山 佳宏
１ 決定年月日 令和８年９月30日
２ 主文 次の協定を認可する。

協定
第１ 通則
１ 協定の対象となる債権
本協定の対象となる債権は、株式会社マル
シン（以下「清算株式会社」という）に対す
る本特別清算手続開始決定日までの原因に基
づいて発生した債権（以下「協定債権」とい
う）とする。
２ 利息・遅延損害金の免除
協定債権に対する本特別清算開始決定後の
利息及び遅延損害金は、本協定認可決定確定
時に全額免除を受ける。

３ 弁済の方法及び端数の処理
（１）弁済の方法
協定債権の弁済は、本特別清算手続におけ
る清算人代理事務所（東京都千代田区丸の内
１－９－２グラントウキョウサウスタワー１
３階）において行う。ただし、協定債権者が
金融機関の口座に振り込む方法を指定した場
合は、当該口座への振込により弁済する（振
込手数料は金融機関の口座に振り込む方法を
指定した協定債権者の負担とする）。
（２）弁済における端数の処理
協定債権の弁済において生じる弁済額の１
円未満の端数は切り捨てる。

第２ 協定債権の弁済及び放棄
１ 協定債権の弁済
清算株式会社は、各協定債権者に対し、本
協定認可決定確定日から２ヶ月以内に、本協
定認可決定確定時に清算株式会社が有する資
産総額から、本特別清算手続が結了するまで
に発生し又は発生することが見込まれる一般
の先取特権その他一般の優先権がある債権、
特別清算手続に係る清算株式会社に対する費
用請求権に基づく債権、特別清算手続のため
に清算株式会社に対して生じた債権の合計額
を控除した残額を弁済原資として、別紙「債
権額一覧表」記載の各協定債権額に応じて按
分した額を弁済する。
２ 協定債権の放棄
各協定債権者は、上記１の弁済を受けたと
きに、その余の協定債権をすべて放棄する。
なお、上記１の弁済原資が存しない場合、弁
済原資が存しない旨の通知を清算株式会社が
各協定債権者に通知したときに、各協定債権
者は協定債権をすべて放棄する。
３ 追加弁済
上記１による弁済後、清算株式会社に新た
な財産が発見されたときは、これを清算株式
会社が換価した上、各協定債権者に対し、そ
の換価代金から必要な費用を控除した残額を
追加弁済原資として、別紙「債権額一覧表」
記載の各協定債権額に応じて按分した額を弁
済する。この場合、当該追加弁済の範囲にお
いては、上記２による放棄の効力は失われる
ものとする。

以 上
（別紙省略）

鳥取地方裁判所民事部

令和８年（ヒ）第３０２０号
大阪市福島区福島五丁目６番３８号ラグザ大阪
レジデンス１階
清算株式会社 グランド理美容株式会社
代表清算人 伊藤よしの
１ 決定年月日 令和８年９月30日
２ 主文 本件協定を認可する。

協定
１ 本協定における協定債権者は大阪信用保証協
会１名である。
２ 協定債権者は、清算株式会社を含むグランド
理美容グループ各社（清算株式会社、株式会社
神戸グランド、株式会社グランド、株式会社グ
ランド商事）と対象債権者（本協定債権者を含
む。）において成立した令和６年11月18日付け
事業再生計画書（以下「再生計画」という。）
に基づき、協定債権者が清算株式会社に対して
有する全ての債権（元本、利息、損害金その他
名目の如何を問わない。）について、その債権
の全てを放棄する。
３ 清算株式会社に新たな財産が発見されたとき
は、清算株式会社はこれを速やかに換価し、本
協定債権者に対して、換価代金から必要な費用
を控除した残額を、再生計画における追加弁済
時の非保全残高の割合に応じて弁済する。この
場合、本協定債権者が前項の規定により行った
債権の放棄は、新たにされた弁済の限度で効力
を失うものとする。

以上
大阪地方裁判所第６民事部

令和８年（ヒ）第３０２１号
兵庫県宝塚市湯本町１番４６号宝南ショップス
北館２階
清算株式会社 株式会社グランド
代表清算人 伊藤よしの
１ 決定年月日 令和８年９月30日
２ 主文 本件協定を認可する。

協定
１ 本協定における協定債権者は以下記載の３名
である。
株式会社三菱ＵＦＪ銀行
株式会社日本政策金融公庫
奈良県信用保証協会
２ 各協定債権者は、清算株式会社を含むグラン
ド理美容グループ各社（清算株式会社、グラン
ド理美容株式会社、株式会社神戸グランド、株
式会社グランド商事）と対象債権者（本協定債
権者を含む。）において成立した令和６年11月

18日付け事業再生計画書（以下「再生計画」と
いう。）に基づき、各協定債権者が清算株式会
社に対して有する全ての債権（元本、利息、損
害金その他名目の如何を問わない。）について、
その債権の全てを放棄する。
３ 清算株式会社に新たな財産が発見されたとき
は、清算株式会社はこれを速やかに換価し、本
協定債権者に対して、換価代金から必要な費用
を控除した残額を、再生計画における追加弁済
時の非保全残高の割合に応じて弁済する。この
場合、本協定債権者が前項の規定により行った
債権の放棄は、新たにされた弁済の限度で効力
を失うものとする。

以上
大阪地方裁判所第６民事部

令和８年（ヒ）第３０２２号
兵庫県宝塚市湯本町１番４６号宝南ショップス
北館１階
清算株式会社 株式会社神戸グランド
代表清算人 伊藤よしの
１ 決定年月日 令和８年９月30日
２ 主文 本件協定を認可する。

協定
１ 本協定における協定債権者は以下記載の３名
である。
株式会社三菱ＵＦＪ銀行
株式会社阿波銀行
兵庫県信用保証協会
２ 各協定債権者は、清算株式会社を含むグラン
ド理美容グループ各社（清算株式会社、グラン
ド理美容株式会社、株式会社グランド、株式会
社グランド商事）と対象債権者（本協定債権者
を含む。）において成立した令和６年11月18日
付け事業再生計画書（以下「再生計画」という。）
に基づき、各協定債権者が清算株式会社に対し
て有する全ての債権（元本、利息、損害金その
他名目の如何を問わない。）について、その債
権の全てを放棄する。
３ 清算株式会社に新たな財産が発見されたとき
は、清算株式会社はこれを速やかに換価し、本
協定債権者に対して、換価代金から必要な費用
を控除した残額を、再生計画における追加弁済
時の非保全残高の割合に応じて弁済する。この
場合、本協定債権者が前項の規定により行った
債権の放棄は、新たにされた弁済の限度で効力
を失うものとする。

以上
大阪地方裁判所第６民事部
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令和８年（ヒ）第３０２３号
大阪市福島区福島五丁目６番３８号ラグザ大阪
レジデンス１階
清算株式会社 株式会社グランド商事
代表清算人 伊藤よしの
１ 決定年月日 令和８年９月30日
２ 主文 本件協定を認可する。

協定
１ 本協定における協定債権者は大阪信用保証協
会１名である。
２ 協定債権者は、清算株式会社を含むグランド
理美容グループ各社（清算株式会社、グランド
理美容株式会社、株式会社神戸グランド、株式
会社グランド）と対象債権者（本協定債権者を
含む。）において成立した令和６年11月18日付
け事業再生計画書（以下「再生計画」という。）
に基づき、協定債権者が清算株式会社に対して
有する全ての債権（元本、利息、損害金その他
名目の如何を問わない。）について、その債権
の全てを放棄する。
３ 清算株式会社に新たな財産が発見されたとき
は、清算株式会社はこれを速やかに換価し、本
協定債権者に対して、換価代金から必要な費用
を控除した残額を、再生計画における追加弁済
時の非保全残高の割合に応じて弁済する。この
場合、本協定債権者が前項の規定により行った
債権の放棄は、新たにされた弁済の限度で効力
を失うものとする。

以上
大阪地方裁判所第６民事部

監 督 命 令

再生計画認可

小規模個人再生による再生手
続開始
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小規模個人再生による書面決
議に付する決定

小規模個人再生による再生手
続廃止
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給与所得者等再生による再生
手続開始

給与所得者等再生による再生
計画案についての意見聴取

給与所得者等再生による再生
計画認可

所有者不明土地管理命令に関
する異議の催告

所有者不明専有部分管理命令
に関する異議の催告

会 社 そ の 他 の 公 告

合 併 公 告

左 記 法 人 は 合 併 し て 、 甲 は 乙 の 権 利 義 務 全 部 を

承 継 し て 存 続 し 乙 は 解 散 す る こ と に い た し ま し た

の で 公 告 し ま す 。

効 力 発 生 日 は 令 和 九 年 四 月 一 日 で あ り 、 各 法 人

の 社 員 総 会 の 承 認 決 議 に つ い て は 甲 乙 と も に 終 了

し て お り 、 令 和 八 年 九 月 二 十 四 日 に 埼 玉 県 知 事 の

認 可 を 得 て い ま す 。

こ の 合 併 に 対 し 異 議 の あ る 債 権 者 の 方 は 、 本 公

告 掲 載 の 翌 日 か ら 令 和 九 年 三 月 二 十 日 ま で に お 申

し 出 く だ さ い 。

令 和 八 年 十 月 十 五 日

埼 玉 県 上 尾 市 柏 座 一 丁 目 一 〇 番 一 〇 号

（ 甲 ） 医 療 法 人 社 団 愛 友 会

理 事 長 中 村 康 彦

東 京 都 台 東 区 今 戸 二 丁 目 二 六 番 一 五 号

（ 乙 ） 医 療 法 人 社 団 哺 育 会

理 事 長 浪 川 浩 明

合 併 公 告

左 記 会 社 は 合 併 し て 甲 は 乙 の 権 利 義 務 全 部 を 承

継 し て 存 続 し 乙 は 解 散 す る こ と に い た し ま し た 。

こ の 合 併 に 対 し 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 乙 の 最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は 次 の と

お り で す 。

（ 乙 ） 掲 載 紙 日 刊 工 業 新 聞

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 十 月 十 五 日

掲 載 頁 二 頁

令 和 八 年 十 月 十 五 日

東 京 都 千 代 田 区 内 神 田 一 一 一 一 〇 コ ハ

ラ ビ ル （ 甲 ） 合 同 会 社 コ ハ ラ プ ロ パ テ ィ

代 表 社 員 小 原 薫

東 京 都 千 代 田 区 内 神 田 一 丁 目 一 一 番 一 〇 号

（ 乙 ） 株 式 会 社 コ ハ ラ ビ ル

代 表 取 締 役 小 原 薫

合 併 公 告

左 記 会 社 は 合 併 し て 甲 は 乙 及 び 丙 の 権 利 義 務 全

部 を 承 継 し て 存 続 し 乙 及 び 丙 は 解 散 す る こ と に い

た し ま し た 。

こ の 合 併 に 対 し 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は 次 の と お り

で す 。

（ 甲 ・ 乙 ）
掲 載 官 報

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 三 月 三 十 一 日

掲 載 頁 七 十 七 頁 （ 号 外 第 七 十 六 号 ）

（ 丙 ） 掲 載 官 報

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 三 月 三 十 一 日

掲 載 頁 六 十 九 頁 （ 号 外 第 七 十 六 号 ）

令 和 八 年 十 月 十 五 日

東 京 都 港 区 赤 坂 三 丁 目 二 一 番 七 号

（ 甲 ） 株 式 会 社 イ シ ン ・ ア カ サ カ ・ オ ペ

レ ー シ ョ ン ズ
代 表 取 締 役 亀 井 康

東 京 都 千 代 田 区 神 田 淡 路 町 一 丁 目 七 番 五 号

（ 乙 ） 株 式 会 社 イ シ ン ・ オ チ ャ ノ ミ ズ ・

オ ペ レ ー シ ョ ン ズ

代 表 取 締 役 亀 井 康

東 京 都 港 区 西 新 橋 一 丁 目 一 七 番 一 三 号

（ 丙 ） 株 式 会 社 イ シ ン ・ シ ン バ シ ・ オ ペ

レ ー シ ョ ン ズ
代 表 取 締 役 亀 井 康

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甲
は
乙
、
丙
、
丁
、
戊
及
び
己

の
権
利
義
務
全
部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
、
丙
、
丁
、
戊

及
び
己
は
解
散
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し

ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
三
十
日

掲
載
頁

九
十
三
頁
（
号
外
第
七
十
四
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
二
十
五
日

掲
載
頁

五
十
一
頁
（
号
外
第
六
十
八
号
）

（
丙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
八
日

掲
載
頁

六
十
五
頁
（
号
外
第
八
十
三
号
）

（
丁
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
二
十
六
日

掲
載
頁

五
十
一
頁
（
号
外
第
七
十
号
）

（
戊
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
十
日

掲
載
頁

一
一
一
頁
（
号
外
第
八
十
五
号
）

（
己
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
十
三
日

掲
載
頁

一
〇
八
頁
（
号
外
第
八
十
六
号
）

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
中
央
区
築
地
六
丁
目
四
番
一
〇
号

（
甲
）
テ
ー
ブ
ル
マ
ー
ク
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

松
田

要
輔

愛
知
県
豊
川
市
上
長
山
町
小
南
口
原
八
三
番
地

（
乙
）
株
式
会
社
光
陽

代
表
取
締
役
社
長

長
井

慎
士

茨
城
県
猿
島
郡
境
町
大
字
西
泉
田
字
海
道
向
一
四

三
六
番
の
一

（
丙
）
サ
ン
バ
ー
グ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

石
井

敏
樹

香
川
県
観
音
寺
市
三
本
松
町
四
丁
目
二
番
三
五
号

（
丁
）
加
ト
吉
水
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

尾
﨑

清
隆

福
岡
県
糟
屋
郡
久
山
町
大
字
久
原
字
野
添
三
七
七

六
番
地
の
一
四

（
戊
）
一
品
香
食
品
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

大
野

貴
弘

宮
崎
県
宮
崎
市
佐
土
原
町
東
上
那
珂
一
一
三
七
五

番
地
七

（
己
）
日
本
食
材
加
工
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

若
木

裕
貴

吸
収
分
割
公
告

当
社
（
甲
）
は
吸
収
分
割
に
よ
り
、
株
式
会
社
ベ
ネ
ッ

セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
乙
、
岡
山
県
岡
山
市
北
区
南
方

三
丁
目
七
番
一
七
号
）
の
ベ
ネ
ッ
セ
高
等
学
院
事
業
に
関

す
る
権
利
義
務
を
承
継
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
五
月
二
十
一
日

掲
載
頁

二
三
七
頁
（
号
外
第
一
一
二
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
十
日

掲
載
頁

九
頁

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
一
丁
目
二
六
番
二
号
新
宿

野
村
ビ
ル
二
五
階

株
式
会
社
東
京
個
別
指
導
学
院

代
表
取
締
役
社
長

松
尾

茂
樹

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
事
業
に
関
し
て

有
す
る
権
利
義
務
の
一
部
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ

せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
一
丁
目
一
一
番
一
〇
号

（
甲
）
株
式
会
社
コ
ハ
ラ
プ
ロ
テ
イ
ン

代
表
取
締
役

小
原

薫

東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
一

一
一

一
〇
コ
ハ

ラ
ビ
ル

（
乙
）
合
同
会
社
コ
ハ
ラ
プ
ロ
パ
テ
ィ

代
表
社
員

小
原

薫

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
株
式
保
有
業
務

に
関
し
て
有
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継

さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
五
日

掲
載
頁

十
一
頁

（
乙
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
五
日

掲
載
頁

十
一
頁

令
和
八
年
十
月
十
五
日

山
口
県
山
陽
小
野
田
市
稲
荷
町
一
〇
番
二
三
号

（
甲
）
竜
王
株
式
会
社

代
表
取
締
役

藤
田

敏
彦

山
口
県
山
陽
小
野
田
市
稲
荷
町
一
〇
番
二
三
号

（
乙
）
西
部
特
ア
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

藤
田

敏
彦

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社

テ
ィ
ー
ケ
イ
運
輸
（
本
店
奈
良
県
大
和
郡
山
市
池
沢
町
一

三
九
番
地
一
）
に
対
し
て
当
社
の
不
動
産
賃
貸
事
業
及
び

運
送
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

当
社
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
十
月
一
日

に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

奈
良
県
大
和
郡
山
市
池
沢
町
一
三
九
番
地
一

有
限
会
社
エ
ム
・
ケ
イ
運
輸

代
表
取
締
役

喜
夛

忠
史

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

栃
木
県
小
山
市
城
山
町
二
丁
目
一
〇
番
一
四
号
日

光
堂
ビ
ル
五
階

合
同
会
社
ト
ラ
ス
テ
ィ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス

代
表
社
員

株
式
会
社
ト
ラ
ス
テ
ィ
ル
グ
ル
ー
プ

職
務
執
行
者

小
倉

純
一

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

埼
玉
県
川
口
市
大
字
木
曽
呂
四
七
八
番
地
の
六
二

合
同
会
社
Ｉ
ｐ
ｐ
ｏ
一
歩

代
表
社
員

古
山

静
香

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
北
区
岸
町
二

一
〇

一
八
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｈ

Ｏ
Ｍ
Ｅ
二
Ｆ

Ｙ
Ｍ
Ｃ
リ
フ
ォ
ー
ム
合
同
会
社

代
表
社
員

武
井

松
一

組
織
変
更
公
告

当
組
合
は
、
令
和
八
年
十
月
十
三
日
開
催
の
総
会
の
決

議
に
よ
り
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
二
十
八
日
で
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
事
業
年
度
に
係
る
計
算
書
類
は
、
主
た
る

事
務
所
に
備
え
置
い
て
お
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

長
野
県
中
野
市
大
字
更
科
六
一
三
番
地
五

農
事
組
合
法
人
サ
ン
フ
ィ
ー
ル

理
事

檀
原

拓
也

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

京
都
市
下
京
区
朱
雀
宝
蔵
町
四
四
番
地
協
栄
ビ
ル

二
階
京
都
朱
雀
ス
タ
ジ
オ

合
同
会
社
Ｔ
Ｋ
Ｒ

代
表
社
員

奥

隆
彰

組
織
変
更
公
告

当
組
合
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

組
織
変
更
後
の
商
号
は
、
株
式
会
社
京
都
土
木
会
館
と

し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

京
都
市
中
京
区
室
町
通
夷
川
上
ル
鏡
屋
町
五
〇
番

地
の
五

京
都
土
木
協
同
組
合

代
表
理
事

井
上

準
二





令和年月日 木曜日 第号官 報
組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

神
戸
市
垂
水
区
学
が
丘
四
丁
目
三
番
一
号

合
同
会
社
ス
タ
ー
エ
ス
テ
ー
ト

代
表
社
員

藤
野

京
子

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

神
戸
市
垂
水
区
学
が
丘
四
丁
目
三
番
一
号

合
同
会
社
ス
タ
ー
デ
ン
タ
ル
ラ
ボ

代
表
社
員

山
里

葉
子

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

徳
島
県
徳
島
市
昭
和
町
三
丁
目
九
番
地
の
一
サ
ー

パ
ス
県
庁
東
八
〇
三
号
室

ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ
合
同
会
社

代
表
社
員

板
東

輝

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

福
岡
市
中
央
区
天
神
四

六

二
八
い
ち
ご
天
神

ノ
ー
ス
ビ
ル
七
階

ｅ
ｅ
ｌ
合
同
会
社

代
表
社
員

加
島

龍
一

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
九
百
万
円
減
少
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。
な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

h
ttp
://m
in
o
ta
u
ro
s.jp
/a
cco
u
n
tin
g
/in
d
ex
.h
tm
l

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
港
区
麻
布
台
三
丁
目
四
番
一
四
号
麻
布
台

マ
ン
シ
ョ
ン
五
〇
二

株
式
会
社
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス

代
表
取
締
役

小
島

太
郎

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
千
万
円
減
少
し
一
千
万
円

と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

熊
本
県
葦
北
郡

北
町
大
字
田
浦
三
四
六
一
番
地

有
限
会
社
鶴
田
有
機
農
園

代
表
取
締
役

鶴
田

正
徳

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
千
万
円
減
少
し
九
千
二
百

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

沖
縄
県
国
頭
郡
今
帰
仁
村
字
古
宇
利
一
二
一
番
地

合
同
会
社
コ
ル
デ
ィ
オ
今
帰
仁
リ
ゾ
ー
ト

代
表
社
員

株
式
会
社
ア
イ
ム
ホ
ー
ム

職
務
執
行
者

渡
久
川

剛

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
金
三
〇
〇
〇
万
円
減
少
し
金

一
〇
〇
〇
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
株
主

総
会
の
決
議
は
令
和
八
年
九
月
一
日
に
終
了
し
て
お
り
ま

す
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

沖
縄
県
浦
添
市
安
波
茶
二
丁
目
一

八
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｓ

Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｂ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｇ
Ｏ

Ｔ

二
有
限
会
社
足
仂

代
表
取
締
役

喜
屋
武

進

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
二
億
五
千
六
百
四
十
九

万
五
百
五
十
五
円
減
少
し
〇
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

愛
知
県
田
原
市
折
立
町
原
一
番
地
八

エ
ス
・
テ
ィ
ー
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

杉
浦

学

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
億
三
千
三
百
四
十
九
万
四

千
九
百
五
十
四
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
十
三
億
五
千
八

百
四
十
九
万
四
千
九
百
九
十
三
円
減
少
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一

億
円
、
八
億
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://k
.secu

re.freee.co
.jp
/co
m
p
a
n
ies/

859998/a
n
n
o
u
n
ces

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一

八

二

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ａ
ｌ
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

高
岡
壮
一
郎

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
三
十
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
港
区
芝
四
丁
目
三
番
二

六
〇
八
号

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
ブ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

マ
ン
フ
レ
ッ
ド
・
ミ
ュ
ラ
ー

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
三
十
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
台
東
区
蔵
前
三
丁
目
二
番
二
号

リ
マ
ー
ジ
ュ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
シ
ー
・

グ
リ
ー
ン
・
フ
ォ
ー
ス

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
三
十
一
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
七
丁
目
九
番
一
五
号

株
式
会
社
麺
通
団
プ
ロ
ダ
ク
ト
＆
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

代
表
取
締
役

森

智
秀

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
三
十
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

名
古
屋
市
港
区
七
番
町
五
丁
目
五
番
地

株
式
会
社
山
中
園

代
表
取
締
役

山
中

勝

合
併
に
つ
き
株
券
提
出
公
告

当
社
は
、
三
晃
装
美
株
式
会
社
と
合
併
し
て
解
散
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
の
株
券
を
所
有
す
る

方
は
、
株
券
提
出
日
で
あ
る
令
和
八
年
十
二
月
一
日
ま
で

に
当
社
に
ご
提
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

広
島
市
東
区
矢
賀
新
町
五
丁
目
一
番
八
号

ヤ
マ
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

筒
井

誠
志

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
ム
ハ
マ

ド
・
ワ
カ
ス
と
ナ
イ
ジ
ェ
ル
・
ウ
ェ
ン
ト
が
退
任
す
る
こ

と
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日

か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
港
区
赤
坂
五
丁
目
二
番
二
〇
号

Ｇ
Ｅ

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｇ
Ｙ

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ

Ｃ
Ｏ

Ｎ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ

Ｓ
Ａ

Ｓ日
本
に
お
け
る
代
表
者

ム
ハ
マ
ド
・
ワ
カ
ス

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
Ｔ
Ｍ
Ｆ

Ｇ
ｒ
ｏ
ｕ
ｐ
株
式
会
社
が
退
任
す
る
こ
と
に
対
し
異
議

の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
港
区
新
橋
四
丁
目
二
一
番
三
号
新
橋
東
急

ビ
ル
三
階

マ
グ
ロ
ウ
ヒ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
パ
ブ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
オ
ー
バ
ー
シ
ー
ズ
・
エ

ル
・
エ
ル
・
シ
ー

日
本
に
お
け
る
代
表
者

Ｔ
Ｍ
Ｆ

Ｇ
ｒ
ｏ
ｕ
ｐ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

陳

琪





正

誤

（
印
刷
誤
り
）

一
四
六
ペ
ー
ジ
別
紙
様
式
第
十
四
記
入
要
領
は
次
の
と
お
り
の
誤
り
。

令和年月日 木曜日 第号官 報
配
当
公
告

三
重
県
伊
勢
市
一
之
木
二
丁
目
四
番
七
号

破
産
者

エ
フ
リ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

右
の
者
に
対
す
る
津
地
方
裁
判
所
伊
勢
支
部
令
和
六
年

（
フ
）第
九
十
一
号
破
産
事
件
の
最
後
配
当
を
行
う
の
で
、

次
の
よ
う
に
公
告
す
る
。

一
、
配
当
に
加
え
る
べ
き
債
権
の
総
額

金
一
九
七
、
八
九
八
、
二
二
七
円

（
内
優
先
債
権
額

金
四
五
四
、
五
二
三
円
）

一
、
配
当
す
る
こ
と
の
で
き
る
金
額

金
一
〇
、
九
一
七
、
五
五
三
円

（
内
優
先
債
権
額

金
四
五
四
、
五
二
三
円
）

令
和
八
年
十
月
十
五
日

三
重
県
津
市
丸
之
内
養
正
町
四

一
丸
之
内
三
重

ビ
ル
二
階

破
産
管
財
人

室
木

徹
亮

訂
正
公
告

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日
（
号
外
第
一
八
七
号
九
十
九

頁
）
掲
載
の
合
併
公
告
及
び
決
算
公
告
（
枠
組
）
中
、
株

式
会
社
黎
明
電
子
の
第
四
十
四
期
決
算
公
告
中
、
流
動
資

産
「6

2
,8
1
4

」
と
あ
る
は
「5

6
,8
7
3

」、
固
定
資
産

「1
3
4
,0
7
5

」
と
あ
る
は
「1

3
6
,5
8
1

」、
流
動
負
債

「9
,2
9
5

」
と
あ
る
は
「9

,5
2
2

」、
株
主
資
本
「2

7
,9
4
8

」

と
あ
る
は
「2

4
,2
8
6

」、
利
益
剰
余
金
「1

7
,9
4
8

」
と
あ
る

は
「1

4
,2
8
6

」、
そ
の
他
利
益
剰
余
金
「1

5
,4
4
8

」
と
あ
る

は
「1

1
,7
8
6

」、（
う
ち
当
期
純
損
失
）「（4

,3
7
7

）」と
あ
る
は

「（8
,0
3
8

）」、
資
産
の
部
並
び
に
負
債
及
び
純
資
産
の
部

合
計
「1

9
6
,8
8
9

」
と
あ
る
は
「1

9
3
,4
5
4

」
の
誤
り
に
つ

き
そ
れ
ぞ
れ
訂
正
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

栃
木
県
足
利
市
大
月
町
一
三
二
八
番
地
二

（
甲
）
株
式
会
社
黎
明
電
子

代
表
取
締
役

川
久
保
美
代
子

栃
木
県
足
利
市
大
月
町
二
八
九
番
地
二

（
乙
）
株
式
会
社
黎
明
農
園

代
表
取
締
役

川
久
保
美
代
子

訂
正
公
告

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日
（
号
外
第
一
八
七
号
）
掲
載

の
旅
行
業
者
営
業
保
証
金
取
戻
し
公
告
中
、「

本
社

」
と

あ
る
は
「

本
社
営
業
所

」の
誤
り
に
つ
き
訂
正
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
豊
島
区
南
大
塚
三
丁
目
三
六
番
七
号
南
大

塚
Ｔ
＆
Ｔ
ビ
ル
六
Ｆ

株
式
会
社
旅
リ
ン
ク

代
表
取
締
役

江
本

潤

取
消
公
告

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日
（
号
外
第
一
八
九
号
）
掲
載

の
合
併
公
告
及
び
決
算
公
告
（
枠
組
）
中
、
合
併
公
告
の

み
取
消
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

名
古
屋
市
南
区
岩
戸
町
一
七
番
二
五
号

（
甲
）
真
洋
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役

服
部
佐
和
世

名
古
屋
市
南
区
岩
戸
町
一
七
番
二
五
号

（
乙
）
Ｆ
ｏ
ｒ
．
Ｃ
ｅ

Ｈ
Ｄ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

服
部
佐
和
世

令
和
八
年
九
月
十
六
日
（
号
外
第
二
百
六
号
）
公
布
内
閣
府
・
総
務
省
・
財
務
省
・
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
・

農
林
水
産
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
令
第
六
号
（
対
内
直
接
投
資
等
に
関
す
る
命
令
及
び
外
国
為
替

法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
）
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